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究を行つた・共の際には3.種類の耐子 を使用し且つ倭蝕液 を砺酸,硫酸,燐酸どし陰 イオッ を
變へる事に依り反應速度に如何な.る影響 を興ぺるかを調査 した・.1
勲 裸 とレ砥 ρ聯 鱒 鍛 脚 年Be甲の云ふが如綿 刊聾r於ける磁 イ秘
硫酸 イオン,燐酸イオン等わ陰 材 ンの攝 敬ではない嘉 を儲 比 た.
夲娯 に於ては第 零.報に嘩用 し左る.ξ同 じ硝子を填用レ偉融液偉硝酸を用ひ 一一定温度に於て
濃度を種々に變 する事に依 り.此p反應1こ如何なる影饗が輿へら.れる.かを 研究せんとしたので
ある...」.
、(矼.)買.駐 材.料
實驗方灘 第1va[Cmpt',tcるζ殲 塗徽 黼 す㌧ .
使 用 せ る 硝 子 はBaK-4・.F-2・SF-2に し て 大 照 の 成 分 表 は 第1・2.報 に 範 罐 せ り・
侵 連 液 は 全 蔀 幣 酸 を 使 用 し そ の 胤 度 を 一 定 に 保 ち 濃 度 を 種 々 に 變 化 せ し め そ の 時 の 反 慮 逑.
度 に 及 ぼ す 影 縛 を 調 べ た ・ 皀IIちBaK-4硝 子 に つ い て は40℃ に於 て 夫 々硝 酸o・3-1,0・6-N,
1-N,1.5一:T,2-N,3-N,4-N。5-Nの薬 品 を 使 用 し た ・F-2硝 チ1こ就 て は:.80℃ に 於 て 夫lt
爾 酸1-1,2-N,.3-N,41T,5一・N,6-N,..匹Nの藥 昂 を 使 用 した.SF-2衛 子lcつ い て は 同 じ く
80℃ に 於 て 夫 々硝 酸0.5-N,且一N,2-N,3-N.4-N,5-N,6-N,7-N、8-Nの薬 晶 を 使 用 し た.
　
獪實蛩巾り酸夜D瀁 嘆變化艇ぴ.i睿出ずる 臨Pb等 り微 壁分.忻を行 つた・ その縞果は考察
と共に次に述べる・
(皿)實 嶮結贈 び に考 察
(D酸 溶液の濃度變化に就て
第1報 に於て一寸觸れておいたのであるが 酸の薩液をテレツクス硝予容器中に入れて 温度
を上げ,相営峙陶放置する際にテレツクス容器巾及び支摶具等 よリアルカリが溶出する事が考
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に酸液 を入れて硝チ製支持具のみを浸 し夫 々の温度
























































































光轄1子 が酸に依 り侵蝕を受ける際にば.第:1報に於 て逮べたる如 く現象論酌1τ考べるな.ら
ば光譲硝予中のNa20,k2〔}、髄0,PbO等が酸と.反應 して酸液中に濬出するのである.,從つ
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蒭.1轍 蓮べたる方灘 て牽勵 子B・K一蜷 酸i破.し艶 の干渉色麟 じt・"'4eeit反應を
止 めたる溶液に就てBa++の増加を調べん.と.しftのでみる・
方法 は光學硝テ中より溶出する 魚++.1が甚だ微少なる7cめに普通の方法に.ては定量出來 ざ
る故,ロ ヂゾ.ン.酸.閉一ダを使用する微量斑默反應*を探.用し疫.
B・サ の.既知濃度試籾 こ依 る豫備實kの 結果「よ.りB・サ は・O・OICIc・・1嘔025t迄は檢 出可
コ
能 な る事 を確か めて後本 試蒋 を溶解せ しめたる馥 液 につ い でBa++=.を檢 出せ ん と:しfcが檢 幽
不可能 であつた三..帥ち唯一囘の崩 重の如.き侵蝕 にてはon〕1。・e冲に α25γもBa++が 出な
い と云ふ事 を示 してみ る.・..從ζ)て稍子 の酸 へめ溶 解現 象』D初期遏 程 を溶 拙す る.1Ba++lcesつ
て遑跡す る事 は不可能で あ.る.
(ロ)Pb爿'の 微量分析:..1
(イ)と同様の趣 旨.に依:b.1SF=,L)硝子 を侵蝕せ しめだ る溶液 につ:いて ・Pl⊃++.を定景せん と し
fcので ある・ 方法 はbithi・one.を用 ひる徴羈 躑 反睡駄 をrtmした・ 既知濃度試鞠 ・依 る豫
備實 驗の結.果1cLc.中に0.04r迄險H.1可能 なる事 を確 か めた・
・先づ光學硝子 を挿 入せす して支持 具のみ を酸液 申に浸 し,次の實験 の場合 と同一時 間放握 し
た る後の溶液 について檢 しteるに1.c.e.中に ⑪.4γのPb+一+一を認 めtc一}*9'.
更 噺 しい酸液 に光學研 を同啄 入れ て 馳 の干艶 が出 る.迄反険 彳了は しめたる後 の
溶液 につい てPb++を 調 べた所 がIc.c..中にO・45γ存在 す る事 が分 つた・'
故 に前實驗 のO.4γを引いた値.として光 學硝子.よil溶出せ るt,b++は高 々O.05γで あ る事
を知 つた・.・.
'
從つ て(イ)と同様 にF-2及 びSF-2硝 子 の酸へ の溶 解現象の初 期過稘 を溶 出雫 るPb++に
依 つて 逅跡す ち事 は不可能 で ある・i
此め 事か ら考へ て も.光學硝子研脚 面の酸へのi#re現象 を第1.報よ り邇べた る如 き 光學的 方
輩.石橋 雅義 署;宛 性 分 析 化學(.1・巻),90F(昭 璽6)・
齢 石 橋 雅義 著 …箕性 分 析化 學 .ヒ卷,443P(昭[1り・
II.煦畑 な"蹄 α ・〃・.50,.§19屮…臨(19鋤 ・.
轡 叫 即 卿 嬬 ナ・{麟 ⇒・同・勲 肄 雌 をナ・趣 猷 瀬 腰 ・べきセあ・・棚 驗・
.拠P轡 として晦 鱒 し嫡 ξ即 戯 φ.噛 妬 鄭Pb叫F轡 。「Fe榊.妓て蝿 で
あるかも知れない,











































































































































































56.9 … 沖 齢 2匸9.8 246.2蜘1・ ・調 12皇0,11.75.6
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な る關係式が皮立 しFickのd班u蜘n1脚 が φては まる事 を示 してゐ る・而 して此の直線 の
傾斜 よb算 禺せ られた る.翼の値 をTable2ρ最 下段 に記 す・
(4)反篋蓮度恒數 と酸液濃度との關係
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之 に對 しては次の二 つの原因が考へ られ う・:...・.1,.、 ド 、
(1)反 應機構 の相 蓮・
(2)反 應生戡物が 反應 を抑制 する.・
.先づtt.(i'〉鵬 合1め"諸 へ規 るldi酬1唹 て漱 は1.5・N邊にあ命Fi昏2.3
1ζ就 て1.5一N邊 よ り濃度小 なる労 に於 て も大 なる方 に於 て も.,共に反慮速度 を支配 す るの は
蠶 轍1熟;鷲 悶に磁 構の轡 醐 轡 の噸 算 種
しからば(2)の場合・..即ち颱 鰔 物が囎 を抑制すると云ふljl・ovs'ては婀 で…あらう
か?'.........l
Masson'),Frickge,G「岬 噂 の研数 鯨 ば鰍 の皷 猷 瞳 る蹤 つtlth{NO"・の














10.25 0 2.09 1「1.4ヅ.






3.33. 0.P7 0.33 :5.o蛙
2.59卜 耳o ,
此所 に於 て 恥9⑳ ち 魚K-4M子 に於 げる塲 合 に就 て考 へて見 る.脚
翫K4の 域分 及び第1報 に於 て邇 べた る現 象論 的考察 よ.リナhば.脱K-4硝 子中の ㎞ 〔)が
酸 と反應 し得 る成分 と して最大 の もので ある.享は明かな る故 に車記 のMasson等の枅究 緕果
を參照 して考岱れ ば.本實驗 に於 て も硝酸の 濃度が大1ζな るに從 つて反應逑 度恒數が小 にな る
事 は次 の如 く解eSl.{esる・egち 反mSiこ即 生 じた るB・CNO.j・の溶 解度が硝酸 φ韓 の埆大
と共 に減 少す るた めに反感 に嫁 む生成 したBa〔NO止 が爾後の反應 を妨げ ると して諱 明IEt來
ると思 はれ る..










N・.6=Eの 光學硝子d・mへ嚇 槻 象`二就て(第3耡ti:S7
更 にFL2.及びSF-2硝 子の楊 合,帥 ちFig..9,10に於 て も反慮速 度恒度 と濃 度との關係 を
.灘す醐 醢噸 大弊 移 ρ壁 に述壁 堅4艇 の騎 岬 攤 解椴 ら酵 腮 ふ
次k葡 ず遭 蝋:睡(臨9)・,・sii-2.〔晦10).tltet'して献 の位齢 ・sr:=2の方が
　
F-2よ.bも濃度大なる方にナれてゐ:る事セあ'る6..爾錆子た於て酸 と反慮する成会 を比較 して
見る時にNa窪qK,OはF-2の方が大であるが,ドa三Q..K2りは第1報 に於て鵤れた如 く容易
に硝子rliより溶出する故反應速 度恒敦 には餘 り大きL"影響 を持たないと思はれる・
PbOはSF'2の加`F　21妣較してや?さ ←て約5%程多量にatnてゐる・ 從つて
踟 鋤 世 嬲 分に㍗ 嘩 べたる見解婦 虧 へ合+i'tJるな.らば此の鰍 の亥輯PbO
.
の瀚 磋 畢・よるもの雄 考へて縒 享へ・1妙攤 廱 捗
以上の緒果 より考へ るに上記り如き牽畢硝壬の酸への溶解現象の初期過程に際.しての 律速
段階i⊂對 しては光馴 丁子中のPbO及 びBaO等め存在及び分量が決定的な要素 と左る如 く.思
はれるの.であ.る..
(rv)結.=語
(1)第2報に使坩したると同 じ誚子 を用:塾元學的方独に俸 わ元學硝子の酸へ4)剃期の溶解
現喰に於 ける侵蝕液の.濃度の影響 を調査.しtc..
(2).實験 中の酸液濃度の變化.について容量分析法に依 り研究 し,濃 度變化は殆んど無覗 し
.得.る程度のものであろ事を知つた.
い　
(3)光學硝子中より酬 するBa++鱒Pb†+を 微暈鯔 反應ζ依 η鯛べ殆んξ鯲 デ.7
ターにか 陛らない程の微最である事 を示:し光學的方法の有利なる點 を明かにした・
(4).'反應量の時間的謎化については第,11-2報.と同.じくdiffuSion.iawの成立する事を示 しtc.
(5).反億遽度恒数 と侵蝕液の濃度との蘭係を表はす曲線 に極大の表はれ る事を示 し,そめ
原因に就て少しく考察 を加へた.
㈹ 、LF-2・SF-2研批 較 して,熄 巌 恒數と侵囃 の臟 と喇 係殊 はす轍 の漱
の位置がすれる事を示 しその原因について考察を加へた・
(7)上鋸の如 き光學硝子の酸への初期の.溶解現狼に際 しての律速段melC封しては硝子中の
PbO及びBaOのf赭iが決定的な要素 となる事 を明かにした・ ・
終 りに臨み本.研究 を行ふに常 り御使宜を計つて頂いた 不破所長に感謝ずると共に 種 々御説
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